
令和５年８月２３日
資 料 特殊詐欺被害の現状について

宮城県警察本部

１ 宮城県内における特殊詐欺の発生状況（令和５年６月末）

⑴ 被害の特徴
ア ６５歳以上の被害が占める割合は、認知件数７１．３％（１２２件）、被害
金額６４．９％（約２億２，３２０万円)となっている。

イ 「架空料金請求詐欺」が大幅に増加し、全体の４５％を占めている。
ウ 「オレオレ詐欺」、「預貯金詐欺」、「還付金詐欺」及び「キャッシュカード詐
欺盗」が全体の４７．４％を占めており、そのうち９１．４％が、被害者宅の
固定電話にかかってきている。

２ 被害検証

３ 特殊詐欺の手口について
⑴ オレオレ詐欺 ⑹ 金融商品詐欺

息子、孫などを装う 未公開株、社債等の虚偽情報の購入名目
⑵ 預貯金詐欺 ⑺ ギャンブル詐欺

警察官、銀行員などを装う ギャンブルに関する情報料等の名目
⑶ 架空料金請求詐欺 ⑻ 交際あっせん詐欺

未納料金名目、サポート名目 交際相手の紹介に係る情報料等の名目
⑷ 還付金詐欺 ⑼ その他の特殊詐欺

市役所職員などを装う ⑽ キャッシュカード詐欺等
⑸ 融資保証金詐欺 警察官、銀行員などを装い、キャッシュ

実際に存在しない融資名目 カード等を窃取

R4.6 R5.6 増減 R4.6 R5.6 増減
17 18 +1 5,192 6,878 +1,686
16 14 -2 2,205 4,667 +2,462
45 77 +32 6,735 8,686 +1,951
23 26 +3 2,335 2,836 +502
2 7 +5 666 377 -289

5 +5 7,357 +7,357
±0 ±0

1 +1 4 +4
±0 ±0

43 23 -20 4,481 3,572 -909
146 171 +25 21,614 34,377 +12,763
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令和５年７月

宮城県警察本部
生活安全企画課

☎ 宮城県警察本部生活安全企画課０２２-２２１-７１７１（代表）
または県内各警察署生活安全課

パソコンが突然操作ができなくなり、次のような画面が現れます。

このような画面が表示されたら詐欺です！！
警告音が鳴る場合もあります！

犯人は表示された電話番号に電話を架けるように誘導します。
このような画面が表示されても、絶対に問い合わせ先の電話番号
には連絡せず
○ パソコンの電源を切る（強制終了する）
○ 家族や警察に相談する

などしてください。

パターン１ パターン２
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